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１．はじめに 

【参照情報】  
http://www.omron.co.jp/ 
オムロン株式会社 
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【参照情報】  
http://www.oss.omron.co.jp/products/ticket.html 
オムロン ソーシアルソリューションズ株式会社 

【参照情報】  
http://www.oss.omron.co.jp/busintro/about2.html 
オムロン ソーシアルソリューションズ株式会社 

【参照情報】  
http://www.oss.omron.co.jp/busintro/about3.html 
オムロン ソーシアルソリューションズ株式会社 

【参照情報】  
http://www.oss.omron.co.jp/payment/ 
オムロン ソーシアルソリューションズ株式会社 

【参照情報】  
http://www.oss.omron.co.jp/monitoring/product/ 
オムロン ソーシアルソリューションズ株式会社 

【参照情報】  
http://www.oss.omron.co.jp/busintro/ 
オムロン ソーシアルソリューションズ株式会社 

ソーシャルオートメーションの限りない進化を社会のチカラに。 

【参照情報】  
http://www.oss.omron.co.jp/busintro/ 
オムロン ソーシアルソリューションズ株式会社 

【参照情報】  
http://www.oss.omron.co.jp/busintro/ 
オムロン ソーシアルソリューションズ株式会社 

【参照情報】  
http://www.oss.omron.co.jp/busintro/ 
オムロン ソーシアルソリューションズ株式会社 

【参照情報】  
http://www.oss.omron.co.jp/busintro/ 
オムロン ソーシアルソリューションズ株式会社 

１．はじめに 
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１．はじめに 

品質第一。品質は人とプロセスで支えられている。 
品質をより良くするには、品質を良くしたいと考えて、 
実際に行動までする人財を増やす必要がある。 

【参照情報】 OMRON BASICS オムロン株式会社 グローバル人財総務本部 2017 P84 
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２．背景と課題 

改善したいことは、以下の負のサイクルの歯止め。 
まずはプロセスに対する現場の納得感を高めることに
取り組んだ。 
 

プロセスに対する
納得不足 

プロセス不遵守 
の増加 

市場不具合 
の増加 
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２．背景と課題 

現場の納得感を高めれば、プロセスが腹落ちし、実態として
出来ている、モチベーションが高い状態につながると考えた。 

目指すのはこの状態。2009年のプロセス理解度アンケート結果から、 
取り組み候補に、トレーニング実行、プロセスの品揃え拡張、改善効果 
の見える化、狙い・目的の理解促進、等があがっていた。 

トレーニングはプロセスの参照方法や内容の説明が中心であり、なぜそれを 
やるのか？といったプロセスの目的や必要性の説明が十分ではなかった。 
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３．プロセストレーニングの改善 工夫のポイント 

      【From】 
（１）トレーニングの目的 
（２）CMMIとは 
（３）自社の標準プロセスの話 
 

 

 
 

         ： 

 

 

 

 

    ： 

         【To】 
（１）プロセスに関する一般的な話 

（２）プロセスの効用の話 
（３）自社や他社の取り組みの話 
（４）自社の標準プロセスの話 
         ・トレーニングの目的 
 

 

 

 

 
 

           ： 

   ・番外編（現場ノウハウ）の説明 
（５）心に火をつける話 

 どんなプロセスがあり、どう参照
するのか、の説明が中心 

なぜそのプロセスをやるのか、
の説明が中心 

New 

New 

New 

New 

 Renewal 

Why 

What 

How 
【参照情報】 社内トレーニング資料 

【参照情報】 社内トレーニング資料 

【参照情報】 社内トレーニング資料 

What 

How 

【参照情報】 社内トレーニング資料 

【参照情報】 社内トレーニング資料 

What 

How 

【参照情報】 社内トレーニング資料 

【参照情報】 社内トレーニング資料 
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３．ＷＨＹに重点を置いたトレーニング 

（１）プロセスに関する一般的な話 

（２）プロセスの効用の話 

（３）自社や他社の取り組みの話 

（４）自社の標準プロセスの話 

（５）心に火をつける話 
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３．（１）プロセスに関する一般的な話 

トレーニング資料抜粋 

プロセスが成果物に影響することを伝える 

※ここからは、実際のトレーニング資料をまじえて説明します 

顧客 

成果物 要件 プロセス 
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３．ＷＨＹに重点を置いたトレーニング 

（１）プロセスに関する一般的な話 

（２）プロセスの効用の話 

（３）自社や他社の取り組みの話 

（４）自社の標準プロセスの話 

（５）心に火をつける話 
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【参照情報】 ソフトウェア品質知識体系ガイド －SQuBOK Guide－ SQuBOK策定部会 2007 P57.1.2 KA：品質のマネジメント 

【参照情報】 
http://www.無料イラスト素材.com/ 
data/flag.php  
無料イラスト素材ドットコム 

トレーニング資料抜粋 

プロセスが高度経済成長を支えた事例を伝える 

【参照情報】 
http://www.無料イラスト素材.com/ 
data/flag.php  
無料イラスト素材ドットコム 

３．（２）プロセスの効用の話 
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３．（２）プロセスの効用の話 

トレーニング資料抜粋 

プロセスによる嬉しいことを、たとえ話で伝える 

トレーニング資料抜粋 

【参照情報】 芝本秀徳の『プロジェクトマネジメントの守破離』 プロセスって何それ？食べれるの？ 2012 
                http://blogs.itmedia.co.jp/hideshibamoto/2012/07/post-8b1d.html 
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３．（２）プロセスの効用の話 

【参照情報】 壊れ窓理論の経済学 マイケル・レヴィン 2006 

【参照情報】 トヨタの強さはクレドにある - INSIGHT NOW!プロフェッショナル 野町 直弘 2008 
                 https://www.insightnow.jp/article/2132 

トレーニング資料抜粋 

プロセス不遵守によるリスクを、たとえ話で伝える 
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３．（２）プロセスの効用の話 

【参照情報】 
http://www.irasutoya.com/ 
2015/12/blog-post_668.html 
いらすとや 

【参照情報】 
http://www.irasutoya.com/ 
2015/06/blog-post_985.html 
いらすとや 

【参照情報】 
http://www.irasutoya.com/ 
2013/08/blog-post_13.html 
いらすとや 

【参照情報】 
http://www.irasutoya.com/2 
016/05/blog-post_60.html 
いらすとや 

【参照情報】 
http://www.irasutoya.com/ 
2015/07/blog-post_97.html 
いらすとや 

【参照情報】 
http://www.irasutoya.com/ 
2013/08/blog-post_11.html 
いらすとや 

成熟度レベル向上の嬉しさを、たとえ話で伝える 

トレーニング資料抜粋 
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３．ＷＨＹに重点を置いたトレーニング 

（１）プロセスに関する一般的な話 

（２）プロセスの効用の話 

（３）自社や他社の取り組みの話 

（４）自社の標準プロセスの話 

（５）心に火をつける話 
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３．（３）自社や他社の取り組みの話 

いろいろ改善してきたが、まだ道半ばであることを伝える 

・自社の過去の改善の取り組み事例を伝える 
 （CMMIレベル３） 

・事業全体の品質状況について、年度別で 
 過去の目標と実績を伝える 

・機種別の品質状況について、過去の月々の 
 実績、事業全体に占める割合について伝える 

・競合他社についても、調べられる範囲で、 
 改善の取り組み状況を伝える 

【参照情報】 社内トレーニング資料 

【参照情報】 社内トレーニング資料 

【参照情報】 社内トレーニング資料 
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３．ＷＨＹに重点を置いたトレーニング 

（１）プロセスに関する一般的な話 

（２）プロセスの効用の話 

（３）自社や他社の取り組みの話 

（４）自社の標準プロセスの話 

（５）心に火をつける話 
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３．（４）自社の標準プロセスの話 

【参照情報】 「仕事の意義」を実感させて、部下のやる気を引き出す秘訣 目標の魅力を高める「ラダー効果」「サンクス効果」 小笹 芳央 2009 
                 http://www.nikkeibp.co.jp/article/nba/20090105/181861/ 

トレーニング資料抜粋 

トレーニングの目的説明で、目的重視を伝える 
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３．（４）自社の標準プロセスの話 

目的： 顧客の要求事項を明確化・具体化する 
機能要件、成果物要件など、要件を確認して文書化する。また要件 
を分析し、明示されてない要件も、顧客から引き出して定める。  

（１）顧客の要求事項を確認する。明示されていない要件も引き出す。 
 ⇒以下のような要因・原因の不具合発生を抑制する。 
   ・顧客の提示仕様の誤り（記述誤り、不明瞭） 
   ・顧客の提示仕様の解釈誤り、解釈不充分 
   ・仕様記述誤り（記述誤り、不明瞭）  
   ・商品や客先業務知識に対する、知識･理解力・応用力の不足や誤解 

（２）顧客と打合せを行い、要求を文書として具体的に定義する。 
 ⇒以下のような要因・原因の不具合発生を抑制する。 
   ・仕様記述誤り（記述誤り、不明瞭） 
   ・仕様解釈誤り、理解不充分 
   ・仕様記入もれ、機能記述なし 
   ・仕様書への条件設定、特殊条件もれ 
   ・仕様書間の矛盾 

不具合報告書の発生原因の選択
肢を活用することで、どんな不具合
の抑制に貢献するのかを伝える。 

トレーニング資料抜粋 

各プロセスの説明で、最初にプロセスの目的を伝える 
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３．（４）自社の標準プロセスの話 

番外編：品質掲示板 

番外編：鉄道掲示板  

番外編：不具合報告書検索 

番外編：品質のしおり 

           ：  

標準プロセス資産ライブラリからは直接辿れない、現場 
のノウハウや資産などのお役立ち情報を、番外編として 
いろいろ紹介（「聞いて良かった」というお得感を感じてもらう） 

ベテランのアンケートに、「意外に知らない情報があって勉強になった」 

番外編：券売機・精算機設計のページ 
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３．ＷＨＹに重点を置いたトレーニング 

（１）プロセスに関する一般的な話 

（２）プロセスの効用の話 

（３）自社や他社の取り組みの話 

（４）自社の標準プロセスの話 

（５）心に火をつける話 
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３．（５）心に火をつける話 

【参照情報】 PHP文庫『子どもが育つ魔法の言葉』 ドロシー・ロー・ノルト著 レイチャル・ハリス著 石井千春訳 1999 

トレーニング資料抜粋 

自らがお手本になってもらうために、影響について伝える 

聞いた側が、心底そうだと思うことが、定着につながるので、偉人の名言も 
いろいろ借りる（Galileo Galilei、William A. Ward） 
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４．トレーニングの実績と評価 

トレーニング有効性はアンケートで評価。過去トレーニング 
と比べ、全項目で上昇 
※各項目、平均で約0.4ポイントUP（3.1→3.5） 

【参照情報】 社内トレーニング アンケート用紙 

（１）目的の達成度 

（２）全体的な理解度 

（３）業務への適用度 

（４）講師に対する満足度 

（５）教材の充実度 
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４．トレーニングの実績と評価 

さらに、任意記入の感想・要望欄にも着目。 

【参照情報】 社内トレーニング アンケート用紙 

（１）目的の達成度 

（２）全体的な理解度 

（３）業務への適用度 

（４）講師に対する満足度 

（５）教材の充実度 

過去トレーニングと比べ、記入率は約2.3倍！ 
※35％→80% 
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４．トレーニングの実績と評価 

感想・要望の前向きなコメント数から、参加者の約半分 
の人が関心を持ち、かつ前向きにとらえた、と評価する。 

【参照情報】 社内トレーニング アンケート回答 

【参照情報】 社内トレーニング アンケート回答 

【参照情報】 社内トレーニング アンケート回答 

【参照情報】 社内トレーニング アンケート回答 
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４．トレーニングの実績と評価 

共起ネットワーク図からも、プロセスへの納得につながったと評価。 
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５．まとめ 

プロセスの目的や意義を伝えることで、現場の納得感 
や関心は増したのではないかと考える。 
アンケート回答によりトレーニングニーズも収集すること 
ができた。 
 

今回は鉄道ソリューションのエンジニアリング領域での 
プロセストレーニングであった。今後はプロジェクト管理 
領域など、他領域のトレーニングを改善したり、他部門 
への展開を進めていく。 
 

納得感や関心が、実際に行動にまでつながったのか、 
プロセスの定着度合いも測定していく。 

【参照情報】 
http://hiyokoyarou.com/humu-kuma/ 
ぴよたそ 
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ご清聴ありがとうございました。 
Thank you for your attention. 
我的縯講就到此為止，謝謝大傢! 
我的演讲就到此为止，谢谢大家! 

경청해 주셔서 감사합니다 .  
Je vous remercie de votre attention. 
Muchas gracias por su atención. 

 

【参照情報】  
http://www.oss.omron.co.jp/ 
オムロン ソーシアルソリューションズ株式会社 

【参照情報】  
http://www.oss.omron.co.jp/ 
オムロン ソーシアルソリューションズ株式会社 

【参照情報】  
http://www.oss.omron.co.jp/ 
オムロン ソーシアルソリューションズ株式会社 
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